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特集 講義・こ―ぎ・コウギ…

座 談 会

出 席 者

石橋  潔 (社文 3年)  〔石〕

川上 知子 (環境 2年)  〔り||〕

中川 弘己 (1年)    〔中川〕

中田 真帆 (1年)     〔中田〕

高橋先 生 (地域)    〔高〕

間 田先 生 (社文)     〔間〕

渡辺 先 生 (情報)     〔渡〕

長谷川先生 (環境)    〔長〕

司会 吉田雄一郎 (飛翔委員)〔司〕

〔司〕今回「講義、こ―ぎ、コウギ…」ということで、

座談会を設けたわけですが、その意図は、まず、晴

義」という場が、学生と教官との桟点となる第一の場

所である、という認識から、そういった接点がみい

だせないかということにあるたけです。さらにまた、

総合科学部という学部のユニークな特質が、胸

においてどのようにあらわれるか、ということも見

えてこないかということでとりあげたわけです。

そこで、まず受講態度はどうか。学生側は、教官

が一体どう思っているかわからないし、教官も学生

がどういうつもりで受講しているか、案外わからな

いと思います。まず、そのうち遅刻、さば りについ

て何かありませんか ?

〔石〕あまり遅刻はしません。ただし、さば ります。

遅れそうになったときは、出ない、という風に大体

してます。よっぼど単位が必要である時は遅刻して

も出ますが、遅刻は入るときの雰囲気も嫌だし、講

義の途中に入ってこられたら自分も気が散るので遅

刻するぐらいならさばった方がいいと思ってます。

〔渡〕一言で言えば、教官というものへの遠慮がそう

させているわけね。で、教室がどんな雰囲気で運営

されているのかは、先生方によってものすごく違 う

と思うわけで、ぼくには想像の彼方です。ですから、

ぼく自身がどう対応しているのかでしか言えない。

ぼくは、遅刻は勝手にしてもらってます。一応出席

部集編

■

■

■

■

■

■

■

■

■

はとりますが、はじめに、ぼくの講義は全出席した

としても試験ができなかったら単位がない場合があ

るよ、逆にさぼったとしても大学生としてふさわし

い解答の仕方をすれば、単位をつける場合があるし、

Aをつける場合もあるよ、というてます。それでも

出席をつける理由は、採点のときの参考までにとっ

ているわけです。だからぼくの講義では、学生が終

わりの方でかけこんできて、出席簿に名前をつけて

も無視してます。

〔長〕ぼくも渡辺先生と似てるんですが、出席はとっ

てます。但し、紙を回すだけで、人の分をつけても

全く無視してます。 じゃあどうしてとるか、といい

ますと、これは全く参考のためなんです。それで非

常に興味があるのは、全然出てこなくても試験がで

きていたり、逆に講義に出てきてても試験はさっば

りだめ、ということがあることですね。もちろん、

講義の最初に、出席は試験に関係あるかもしれんし、

ないかもしれんとは言ってます。

〔間〕ぼくの場合はもっと徹底してて、出席はとりま

せん。遅刻もさば りも自由にやってくれ、とぃうこ

とです。まあぼくの講義よりも価値のあることは沢

山ありますし、自分も学生の頃は、講義さぼって他

のことやってました。ただψゴくが希望したいのは、

無為にさぼるというのでないなら、ぼく自身大した

ことやってるわけでもないから、さぼってもらって
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結構だと思ってます。採点も、出てきた答案のみで

判断します。だから、全く講義に出てきてなくても、

きちんと書けていればぼくは点を出します。仲々そ

ういう学生はいませんけど。ただし学生の方から、

出席をとってくれ、出席点も考慮してくれ、と言っ

てくる場合もありますね。

〔長〕最初から聞いてくる学生もいますね。出席点は

あるのかないのか。わか りません、と答える。鉄 )

〔司〕高橋先生はその辺どうお考えでしょう。

〔高〕遅刻もさばりも受講態度もおかまいなしでして、

その′点では皆さんと同じなんですが、講義をうける

という所で、ちょっと意見があります。やは り、二

応選択め余地はあるんですから、自分に興味あるよ

うな科目を学生が選択 してヽ自分の意志で うけて

もらえればいいんです。ただ、反面、単位をとらな

ければならないわけですね。ある程度単位をとらな

いと卒業できないという一種の強制もあるわけで、

そういう強制の面だけ重んじて、遅刻はいかん、さ

ば りはいかん、講義中は黙ってろということはでき

ない。それ t7■ どぼく自身、大した講義やってるわけ

でもないし、それに、どんな学問でも興味を自分自

身で求めるという点が少しでもなければ、大学生に

あれせい、これせいといっても全 く無意味だと思

いますから。それで、どういうふうに考えてますか、

ということですが、ある程度私の講義に興味をもっ

てくれる学生は非常に有難いんですけど、そうでな

くて、出てきてもペチャクチャしゃべっているだけ

の人も、出てくるからには単位だけ心配してるんじ

ゃなくて、やはり何かを求めているのだと思います。

何を求めたらいいのかわからないけど、無意識に何

かを求めているから出てくるんだと思うんですね。

で、最初は講義に出てきてもうるさいばっか りで、

しゃべっている学生には嫌気を感 じましたが、そう

いう学生に、さぼって家で自分の興味のあることを

やれ、というのは、これはまた、おそらく今の学生

には、過大な要求だと思うんです。だからさぼるよ

り、しゃべってもいいから出てきてもらいたい、と

いうのが僕の見解です。

〔司〕中川君はどうですか。

〔中川〕う―ん。やっば り講義に出て一所懸命話を聞

いて、その時間おもしろく過ごせるのが、一番だと

は思ってますが、少なくとも教室にいるとその雰囲

気がわかるんですよね。たとえば、自分で内職して、

あとで友達にノート見せてもらっても、全く教室に

いないのと、教室にいて、ふっと内職途中に顔を上

げたときに、こういう話をしてたなァというのがわ

かるのとでは、大きく違うと思います。   |  |
〔渡〕ただ、講義というものが全面的に信頼できるの

かな。 (笑)ぼ くも学生の頃、なぜ出なければいけ

ないのか、判らなくなった時にはさぼったよ。特に

つまらないと思ったらね。

〔中川〕でも今の段階では、だんだんと見えてきてい

るのは確かです。この講義はおもしろい、これはお

もしろくないというのが。

〔間〕いや、 2回から3回でわかるよ。 (笑 )

〔中川〕でもある程度習性とかもあるし、それは人そ

れぞれだと思うし、自分としてはある程度興味ある

ものとして講義をとったから、一所懸命聞いてみた

ら、おもしろくなるかもしれない、という期待はあ

るわけです。

〔司〕中田さんはどうですか。

(中田〕遅刻、さば りは一切しないことにしてるんで

すが、それは、まだ、高校時代の、遅刻、さぼ りは

絶対にいけないんだという意識が尾をひいているん

だと思います。「やっちゃいけない」 という意識が

あるんです。

〔司〕′‖上さんはどうでしょう。

〔りll〕 やらば り、確かに講義に出てても、話を聞いて

なかったらテストは全然できませんよね。で、人の

ノートがあっても、わからないということもありま

す。私、一年生のときはすごく真面目だったんです

よね。本当にさば りなんかしなかった。 2年生にな

っていろいろ忙しくなってから、自分の専門外のも

のはさぼったりするようになりました。遅刻なんか

途中から入ると先生の言っておられることがわかん

ないんですよ。で、さぼると次の時間言ってるこ

とが何だかわからなくなる8だけど、何気なく講義

に出てみたりすると、おもしろいなあとか思うもの

があるんですよね。時 。々それに、初め「なんだこ

の講義は」とか思って話を聞いていると、何となく

自分がしたいナァということに関連したことを言っ

てる場合があったりするんですよ。ただ一方で、関

係ない講義もあるんですよね。理系なんか相当難し

いでしょう。講義聞いててもついていけないところ

があるんですよ。とくに物理、数学関係は。だから

さば りとかは嫌ってます。

〔司〕前にメタセコイアか何かで、ある先生が書いて

おられたものに、遅刻をしてきた学生が教室に入っ

てくるときに、申し訳ないという表情をしてない、

のっぺらぼうみたいだ、というのがありましたが、
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学生はその辺はどうでしょう。

〔メ!|〕 なるべ く目立たないようにしますね。

〔長〕ぼくは、今の話について、まあそ ういう方もい

らっしゃるかもしれないけど、人の迷惑にならなけ

れば、別に先生方に気を使 う必要はないん じゃない

かと思います|ね8要するに、さぼるにしても、遅刻

にしても、受講態度にしても、自主的判断の問題で

あって、それはあくまで人の迷惑にならないという

範囲ですが、先生に対 して失礼かどうか、というの

はぼ くは殆んど問題にしませんね。ただ し、人の迷

惑になるような場合はきびしい態度で対応 します。

(渡〕ぼ くも、よくそれに似てるんだけども、ただ今

の話聞いてちょっと思ったのは、 じゃあ学生が、終

わ りの頃に入ってきても、何とも思わんのか、とい

われれば、ムカッとする場合が確かにあるわけです

よね。それは、どんな時かと言えば、やは り自分で

かな りいい話ができてるなと思ってるときです。 こ

っちも人間だから、今日はパッとせんなあ、という

こともあるけどね。で、一般的な話に戻すと、教室

に対するモラルみたいなものを冒頭から期待する先

生がいるわけですね。ぼ くも多少そ うですが、そし

て、その度合の強さによって、怒る先生と怒らん先

生とに分かれると思 うんです。ただ、ここでぜひと

も言いたいことなんだけれども、大学にとっては、

先生によってあ りようがそれぞれ違 っている、と

いうのはすっごく大事なことだと思 うわけ。ペダン

ティックなモラルを全ての先生が、一様に、学生に

押 しつけるとか、逆にそんなのはどうでもいい、わ

かるやつだけわかればそれでいい、と言う人ばっか

りになるとかいうのでなくて、いろんな先生がおら

れるということが大学にとってよっぼど大事なこと

ではないか。

〔司〕モラルの話が出ましたが、受講態度について、

よく先生方から、学生の反応がにぶい、ということ

を聞 くんですがその辺はどうでしょう。

〔間〕最近は学生の皆さん、どんな本を読んでるんで

すか、ぼくはそれを聞きたいナァ。たとえば、流行

になってる思想とか、そういう本について興味があ

る人は読んでいるかもしれないけど、それら以外に

ついては全然出入りしてないんじゃないの ?およそ

興味なんかもとうとしない、という雰囲気があるん

じゃないですかね。挑発的だけど、反応が鈍いとい

うのは、知識なくして講義を聞くという雰囲気があ

るんじゃないかという気がするからです。こちら側

としては、大学の講義で一から教えるなどというつ

もりは全然ないからね。

〔渡〕それはかな り本質なんですよ。結局、講義に対

して求めるものをもってるかどうかということなん

で、本を読む、というのは結構 しんどいことなんで

すよ。なんぼでも寝 ころんどったら与えられるもの

が充満 してるわけですよ、今の世の中。そんな中で

本を読む人は何が しか求めるものがあるか らで、

結局講義というものに求めるものをもって出てきて

いるのですか、という問いをなさっているのと、ぼ

く
`ま

イコールだと思 う。

(長〕ぼ くはかな り現実的な考えをもっているのです

が、講義とは勉強するひとつの便法であると思 うん

です。だから受けること自体勉強であると、ぼ くは

そういう風に理解 しているんです。もちろん学問の

分野によって随分違 うでしょうが、そこではかな り

強制的に時間、場所が決められているわけですね。

そういう強制力がなくてはなかなか物事はやれませ

ん。自由ではなかなか勉強できないものです。つま

り、勉強なんてどうせ面白くないものだというのが

ぼ くの持論です。まあ、そのうち面白くなるかもし

れませんが、特に一番最初の段階で面白い、面白く

ないという点で議論するのは非常に危険だと思 うん

ですよ。

〔渡〕僕も大賛成ですね。やは リー番最初のところで

おもしろい学問などありゃしない。

〔長〕ぼくなんか特に基礎的な物理をやってますが、

およそす ぐにおもしろいということは、期待できな

いと思いますね。よほど先生がおもしろければ別で

すが。 しか し、そのおもしろさは先生のおもしろさ

ではあっても、学問のおもしろさではないと思いま

すね。勉強というのは元々おもしろくないものだ、

という前提に立ってますから。

〔渡〕ただそこまで言い切ってしまうと、 じゃあ今の

学生に対 して、本当に対応 しきれるかということが

でてくる。ぼ くらは確かにエンターテイナーではな

いのだから、ただ学生をイスに座らせて話をしたっ

て、それは本当のことをしているとは言えません。

やは り基礎の段階では、砂をかむようなことを一所

懸命やるところから学問のおもしろさって出てくる

わけで、確かにそこを学生に伝えたいね。だけどそ

の前に学生がおらんようになったらおしまいなわけ

で、やは りちょっとぐらいはおもしろい話もせない

かんなとは若干思 うわけです。で、結局、さっきの、

学生は大学に何を求めているかという所に戻るわけ

だけど、この頃の若い人達は、与えられるものが多す
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トビックス 1 出席について

“ワッハッハ大学論"

僕にとって大学とはまじめに勉強をしてはいけな

いところというイメージしかない。学生は、大学に

きて勉強を しようなどという不遜なことを考えては

いけないのであって、ましてや、一週間の授業に全

て出席 したなどという聞 くだに恐ろしいことは、ま

か りまちがっても実行に移してはし`けないのである。

大体、大学の教官というのは、しゃべらないでい

たほうがよっぼど賢くみえるのであって、よほど心

してかからないとす ぐ学生にバカにされてしまう。

出席をとると言えば、バカにされるし、とらないと

いってもやっば リバカにされる。 2回に 1回 とる人

もそれな りにバカにされ、 5回に 1回 しかとらなけ

れば学生は気分がよければでていく。か くしてたい

ていの場合、100人聴講 したとすれば、普通教室を

満たすのは10～ 20人、風がひどければ 5人、雪が降

れば 3人、やたら暑ければ 2人、とにか く寒ければ

1人、 さすがにゼロというのはきいたことがないか

ら、そこは天下の広島大学である。などと思ってい

たのだが、最近学生の出席率が年々向上 していて、

何をしにくるんだか講義にでる学生がたくさんいて、

少なくとも僕は、それに対 して大変キョーイ (こ こ

は ドーンとカタカナでお願いします)と 疑間と、そ

して大いなる憤 りを感 じているのだ、と一言つけ加

えておこう。

講義というのは、基本的にはきいてもきかなくて

もいいが、試験はしか しそうはいかない。講義にも

出ず、教科書も無く、何かの手違いで不愉快ながら

ノー トのコピーさえ無 く、前の晩ついつい健康的に

12時間も寝て しまって、寝すぎて頭のシンが痛むと

かいうこともたまにはあるわけで、そ うなるとこち

らは玉砕か くごでノコノコと試験室へと入ることに

なる。そこで発揮されるのは、ただ一つ、いかにし

て「見てきたようなウソをいうか」 という能力だけ

であ り、そんな答案でも “優"がでた りするのだか

ら、やは り、人間最後まであきらめずがんばるべき

だと思 うか、世の中こんなもんだと思ってたけど、

地域文化コース3年 守田  靖

やっば りこんなもんだったと思 うか、そこはそれ、

人様々であろう。

試験の答案にしろ レポー トにしろ、目標はただ一

つ、教官を楽 しませることにある。判で押 したよう

な答案ばか りでは、教官の皆様もさぞ退屈でござい

ましょう菫供 のが師弟の情、学生の定め、仰げば

尊 し我が師の恩であって、ここは一番踏んば りどこ

ろである。大体、自分が教えた通 りのことを書かせ

ようなどという不粋なことを、一流をもってなる広

島大学の教官が要求するはずがないので、我々はそ

の心意気に十二分以上に答える意味でも、息も切ら

せぬ巻頭読み切 り抱腹絶倒 ラブロマンスコメディー

ちょっと学術風といった文章を紙上に展開させなけ

ればならない。この勝負、「読ませた」が勝ちであ

る。「おもろい答案だったJと思わ しめ、「たまには

こんなのもいいかJと 思わせたが勝ちである。

仮にも大学のレポー トである、という妙な遠慮は

いらないも この場合、「大学の」は余計である。大

体、「大学」なんて気軽に使 うわ りには、実体はは

っきりしたもんじゃない。100人に「大学について

論 じよJと 言えば、100人 とも違 う答が返 って くる

だろう。それ くらい、いい加減なんだもん、何をや

ったとて、「道にそれてる」 と文句を言われ る筋合

いはない。いや、むしろ僕は、大学 4年間の内にい

かに「道」 としくう漠然 とした、いい加減な標準値

(根拠のない固定観念)か らそれられるかというと

ころに、正に大学 というところに籍をおく意味があ

ると思っている。

大学 というのは、設備や建物や、講義に意味があ

るのではなく、その 4年間という時間そのものにこ

そ意味があるのであって、基本的には何をしてもい

いのだ。勉強するのも大切だけれど、勉強ばか りし

ていては絶対におしいとこなのだ、大学というのは、

と小生はそのように思 うわけである。ああ、秋じゃ、

秋 じゃ。

V

ンヽ
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ぎて、与えられたもんだけ食べることに慣れ切って

しまっててね。我々が期待するような、全身で学問

に立ち向かうようなことができなくなってしまった

人がとても増えてるのではないかと思うのです。こ

れを大学がどう克服するかというのが、大きな課題

やね。

〔司〕それについて学生の方はどうでしょうか。

〔石〕僕個人としては、学問というものは最初から余

りおもしろくないものだという主張には余 り賛成し

ない。多分それは、大まかに言えば、理系と文系の

差といってもいいんじゃないですかね。特に、僕は

社会科学やってますけど、社会科学は講義で先生の

言ってることと自分の関心が合致するかしないかで、

その講義がおもしろいか、おもしろくないかがある

程度きまるわけです。だから問題意識が全くずれて

いることをとうとうと話されても、こっちがその間

題意識をもってないと、全然おもしろくないわけで

す。ただ問題意識がズレているからハイそれまで、

というん じゃなくて、学生の側としてはやは リー所

懸命考えて、あらゆるものを自分の問題意識にとり

こむ努力っていうものをもっとやらなきゃいけない

と思います。 しか し、基本的に社会科学をやってる

人間にとっては、問題意識を共有できる、できない

が、講義のおもしろい、おもしろくないを決定する

もので、共有できない講義には出ません。

〔渡〕講義においても、そういうふ うに対応 してくれ

れば話がかみ合 うわけで、それなら、あなたの問題

意識をもう少 し聞かせてくれ というふ うに、それに

沿って議論できる。やがて話 してる間に自分のベー

スにひきこむくらいの見識は、意外と教官はみんな

もってるかもしれないよ。だから、そういう発言は

確かに講義をよくする 1つの糸口であると思 うね。

だけど学生が、は じめから問題意識が違 うから聞か

ねえといったら、あ―そうかい、と教官は言いたく

なるだろうね。 (笑 )

〔長〕問題意識というものはかな り高級ですね。問題

意識という意味は、意義を感 じているか、いないか

ということなんでしょ。それで意義を感 じないとい

うのはどういうことかというと、ひとつには、対応

できないという能力の問題、もうひとつは、全 く自

分の発想とは相容れないということ。そういう二重

の意味があると思います。だから、自分の問題意識

に合致する、 しないで、出る、出ないを決めるのは、

ぼくは非常に狭いと思いますね。もしそうだとする

と、一生その問題意識から出られないん じゃないか

な。

〔石〕そこは、さっきも言ったように、自分の問題意

識は限られたものである。という自覚はありますか

ら、それを広げる努力はや りたいと思ってます。し

かし、総科っていう所はかなり講義の選択の幅が広

いわけですよね。そこで、自分がどう選択 していく

のか、と言われた場合に、どういう問題意識を見出

しているかという所で判断せざるをえないと思うの

ですが。

〔渡〕だけど、問題意識という言葉が学生の口から出

てくるのはここちよいことだね。それは、自分の意

識というかね、物に対する取 り組み方への誇 りとい

うか、自信を感じるからで、そういったものを放棄

したと思える学生はぃやだな。

〔間〕石橋君がそうだというのはわかったけど、他の

人はどうなの ?一般的には君とは一寸違 うんじゃな

い。僕の社会文化の今までの経験から言えばそうい

う意識でえらんでいる人は余 りいないと思うんだけ

どね。特に一年生はどう思うわけ ?

〔中川〕う―ん、レベルの差を感じますね。与えられ

るのを待っているのかもしれないけど、まだ問題意

識みたいなものを探 してる段階ですね。

〔渡〕問題意識をさがさなきゃ持てないというのは、

本当は不幸な事態なんだよ。さっき、与えられるも

のが多すぎるといったでしょ。でね、僕は、人間の

問題意識とかいったものが一体どこから発するか、

といえば、ひとつはね、「満たされないJと いう所

から出発するんじゃないかと思うんですよ。例えば、

子供の時にね、何もない、退屈だ、さあ何をしよう

かという状況。僕、小学校のときは学校から帰って

きたら何もすることがなかった。おかあちゃんが御

飯作ってくれるまではね。だからその間に夕焼け見

たり、本にとまってるアリをいじくったり、あるい

はいかにコントロールよく木に石をぶつけられるか

練習したりね。だから、僕らより上の世代の人間は

みんなあの夕焼け空の色の変化を知ってますよ。退

屈から逃れる方法を自分でみつけるしかないわけで

す。そういう所から人間が根源的にもちうる物事ヘ

のあこがれとか、満たされないことに対して耐えな

がら、それを克服するエネルギーとか出てくるのだ

と思いますね。今では、子供の頃のこの退屈という

大事なものをテレビなどに奪われ、空腹はお菓子や

ジュースに奪われ、ただ与えられたものを上手に食
べる能力で大学に来たとい う面が確かにあるん じ

ゃないか。だから、多くの学生が、学問に対する自
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発性をもてないことも、一概に学生をとがめられな

い。むしろかわいそうだとも思う。大人が求めるも

のを探さなきゃいけないなんて、みじめな話じゃな

い。ただ、だからといって、君達かわいそうだね、

とぃってみても始まらないのだから、そういったこ

とをお互い理解し合った上でね、糸口みつけて一緒

に学問を作っていかんといかんわけです。ぼくが昔、

メタセコイアにデカル トの『方法序説』を読めとい

うことを書いたのも、今の若い人達があえて学問に

とりくむキッカケをみつけるとしたら、やっばりね、

物質をどう見るか、人間をどう見るかという方法を

みつけ出し、正しかったかどうかは別として、世界

を理解する原理を感じとった時のデカルトの喜びね、

そういったものを彼自身の言葉からききとる。そう

いう営みを若い人達が持つことが、少しでも我々と

の間を近づけ合うことになるのではないかと真剣に

思ったからなんですo

〔り!|〕 実際、私は、大学に何かや りたいと思ってきた

ゎけですよね。で私は、それは結構具体的なもんや

と思ってたんだけどヽ実際いろんな講義に出て話を

聞いているうちに、自分のや りたいことというのは

抽象的なんやな、というのがわかってきたんですよ

ね。でも、問題意識があって、自分は、これがこう

いう風にや りたいからこれに出て、これには出ん、

というのもあったけど、今は正直いって模索中なん

です。私は環境のⅢ群に行こうかと思ってるんです

けど、それに関連なさそ うな講義でも、それぞれ何

となく自分のや りたいと思ってるものに関連があっ

て、何となく、これも勉強 したいな、あれも勉強 し

たいなと考えた りするんですよね、今は。だから、

それが自分に合わないとかいうことは、余 り自分が

考えてないからかもしれないけれど、わからないし、

それぞれの先生のやっておられる研究自体にひかれ

るところがあるんですよね。地層とかに興味がなく

ても、講義に仕方なく出ているうちに「あっ」 と思

うことがあるんです。だから私は、何かを求めて一

それは欲 しいというん じゃなくて一そしてそれで何

かを得たい、というものをもって出ているつもりな

んです。

〔渡〕それは非常に素直ないい方だと思 うよ。ぼ くさ

―
/

トビックス2 出席について

出席、欠席、遅亥1について

大学での授業に関する欠席や遅刻の問題に関して、

このような記事を書 くこと自体既におか しいのであ

る。授業は授業予定に従って進められているし、開

始時刻は定刻である。学生諸君は授業に欠席 しては

ならないし、遅刻 してもいけない。 このことに何の

異議もない。諸君は、授業が面白くない、やる気が

しない、だから欠席し、遅刻するのだ、それをなく

したければ、面白い授業を、日のさめるような講義

をせよ、それをせず して規則で縛 り強制的に出席さ

すのは間違いだと主張するかもしれないが、それは

思いあが りもいいところだ。そもそも人間は強制さ

れないと何も出来はしない。私は今まであちこちの

大学で学んできたが、そこでの授業はみな強制であ

り、イヤなことを無理や りやらされた。学生の時に

は特に ドイツ語の授業がイヤで苦労 した。 クラスに

は欠席する者、脱落するものが続出したが、私は将

来大学院に行きたいと思っていたから最後までがん

ばった:今では、あの時 ドイツ語をやっていてよか

外国語コース (英語) 山本  雅

ったと思っている。学問 =強制である。

君たちが今こうして、出席 しなければならない、

遅刻 してはならなじ、と強制されるのはある意味では

幸せなことなのである。広大に来たくても来れなか

った者たちのことを考えてみるがいい。 日本の国家

は君たち一人一人のために年間280万 円の血税をつ

ぎ込んでいる。君たちの授業料だけで広大はやって

いるわけではない。たしかに、長い勉学の過程にお

いては、君たちも疲れ、たいぎくなる時があるであ

ろう。だから、時には欠席 した り、遅刻 した りする

こともあろう。それは人間的なことであ り、仕方の

ないことだ。 しか し、いつもそ うであってはならな

い。いつもそうなら、それはそもそも大学に来る資

格はないのである。そのような者は大学を去って、

自分の好きなことを勝手にやればよい。大学におけ

る欠席、遅刻はあってはならないことである。欠席

や遅刻 したい気になったら、上のことを思い出し、

あくまで良識に基づいて行動 してもらいたい。



っき、今の学生さん達とぼくらの違いを強調したけ

どその反面ね、僕達が若い時もっていて、今なくし

てしまったものを学生さん達が少しも変わらずに持

ってるんだなあって痛感する面も多々あるわけね。

、`ノ  さつきのはその上での話なんです。

〔間〕ぼくらの若い頃と共通する感覚をもっていると

いう話ですが、ぼくは、それを自分で鈍くしてるん

じゃないかなあという気がしてるんです。要するに、

さっきから出ているように、与えられるものが沢山

ありすぎて、結局その中に埋もれてしまって、自分

のすぐれた感覚なたいなものを磨けないという面が

あるんじゃないかと思うんです。つまり、まわりに

物がありすぎて、自分でそれを器用にわかってしま

うという側面が強いんじゃないですか ?

〔りll〕 確かに、いろんなものがあっていろんなものに

ぶら下がっているから、どれにつかまっていいのか

わからんというのはありますね。

〔間〕うん。だから、つかまる場合もね、結局こう短

絡的に、器用にパッパッと渡 り歩くという雰囲気が

あるんじゃないかな。いわゆる優等生的な対応に終

始して、本当にわかってないんだけど、わかってる~~ 
ような顔をして遊んでいると………。

〔りll〕 う―ん、わからない。

〔長〕さっきから、「今の若い人はJと い う話が出ま

したけど、およそ今から二千年以上も前にソクラテ

るも同じようなことを言ったんですね。「今の若い

連中ときたら…・・。」と。たぶんそれからず っと繰

り返し繰 り返し言われたことではあるわけですよオお

今の時代ではそのペースが若干早いのかもしれんけ
ど。 1 ■‐

〔司〕若者論にいってしまったようですが、まだ大学

に入って間もない 1年生はどうやって講義をえらん

だのか、講義を自分にとってどうい う場として位

置付けているのか、その辺の所を聞きたいのです力ゝ

〔中田〕講義をどうやってとったか、とぃう′らではや

っば り、便覧に書いてあることとか、先輩の意見と

かが大きかったです。

〔間〕単位を簡単に出すとか出さないとかそ ういうこ

と ?

〔中田〕わ りと先輩は、これが楽勝科目だ !と 教えて

くれる人が多いんです。でも意外に思ったのは、そ

うした一年生の中でも、楽勝でつまらないのよりも、

大変でもおもしろい講義をとりたいという人が多か

ったですね。

〔′:|〕 うん、それは絶対言えると思 う。

〔司〕自分にとって講義とはどういう場なんだろう。

〔中田〕高校時代の授業というと、テス トのための授

業みたいで、社会でも理科でも答えが 1つ しかない、

という感 じだったけど、大学では、こういう論理も

あるとか、先生の価値観が入った りして、何か考え

る勉強が始まったな、という気が します。

〔司〕物事を考えるキッカケとなる場ということです

オ■。

〔中田〕はい。

〔渡〕ちょっと整理 しなくちゃならんことがあってね、

実は講義には二つの面があると思 うんですよ。例え

ば、物理学でいえばニュー トンの運動方程式のよう

にね。それは学生には、おもしろいもへちまもあら
へん。マスターしたらしまいやけど、わからんかっ

たら全く先に行けんわけです。そ ういうのと、同 じ

理系でも、例えば、生物学などは多面性をもってい

て、分子 レベルでの生命科学 という側面からは、さ

っきのと全く同じ局面がいっばぃあるわけです。そ

の反面、生物というのは随分色んな姿かたち(生活

様式をもったやつがいっばぃぃるわけですね。これ

にできるだけ広く、深 く通暁 して全体を体系づけて

いく仕事、これも大変な学者の仕事ですよ。そやけ

ど、知らんかったら先に進めん約束ごとみたいなの

はあんまりない。中学生でもおもしろがられるとこ

ろから、いくらでも奥深 く進めるわけです。当然講

義のあ り方も随分変わってくるわけです。で、学問

としてどちらが貴いということはあ りません。どち

らもとても大事なんです。ぼ く、よう知らんけど、

文系でも基本的な約束ごとのあ りかたは、分野によ

って多様なんじゃないですか。

〔間〕ええ、技術的な知識がなきゃいけないというこ

ともあ りますね。

〔渡〕だから、大学で学問にとりくむ学生は、ただ面

白いとか、とっつきゃすいとかではなくて、まず、

そこのところの違いがわかってないとね。この 2つ
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を混同したら話にならないわけです。

〔司〕理系の中でも2種類あって、やらにゃいかんこ

とは好き嫌いにかかわらず、やらにゃいかん部分が

ある、ということですね。そうすると哲学をやって

らっしゃる高橋先生はその辺どうお考えでしょう力も

〔高〕もちろん、自分で批半」的に考える力があったら、

一切、哲学の歴史や語学など勉強しなくてもいいわ

けです。ヴィトゲンシュタインという哲学者も他の

哲学者の本を余 り読んだことがない、という話を聞

いたことがありますが、矢日識というのが、かえって

邪魔をする場合があるわけですね、哲学なんかだと。

知識をもっているだけでは、単なる哲学史家になっ

てしまうわけです。ただし自分で考えるためには、

そういった、口を開けていればもらえるような知識

は妨げになるんですけども、全く知識なしに自分で

思考できるのは天才だけに許されることでして、僕

の場合なんかだったら、哲学の場合でも、それなり

の知識というものがなかったら思考は進められない

わけです。ただ基本は自分で考える、ということで

すね。

〔司〕講義に関しては興味をもってもらうというのが

前提にあるわけですか。

〔高〕そうですね。自然科学系でもそうだと思うんで

すけど。しかし、例えば、ギターをひくのと同じで、

最初からひけなかったら全然おもしろくないわけで、

その意味では、「ひっばたいて」教えるとい うこと

も無意味なことではないと思います。まあ、そんな

仕方で、大学の講義を行うことはできませんが。

〔長〕例えばスポーツなんかやる場合確かにそうなん

ですが、ただ走るだけとかいう、ばかげた基本を、

毎日延々と繰 り返すわけでしょ。講義にもそういう

面があることをぼくは言っておきたいわけです。そ

れを、おもしろいとかおもしろくないとか、あるい

は意義は何かとか、最初から考えるのは非常に危険

だと思いますね。繰 り返しになりますが、講義とは、

ひとつの便法である、というのが僕の考えですね。

〔渡〕ぼくもそれは大賛成。先生がただおもしろい話

をするのを学生が期待する、というのは何も大学で

やる必要のないことです。ただし、それぞれの分野

ごとに講義を魅力的にする工夫が必要ないとはいい

ませんが。

〔司〕今までの話をまとめると、講義を、おもしろい、

おもしろくない、という観点から選ぶのは非常に狭

い。講義にもいろいろあって、どっちが意義があり、

どっちがないというのは一概にきめられない、とい

うことだと思いますが、ここで少 し、“総合科学部

における"と いうことを意識 して話をして下さい。

総合科学部は幅広く講義をとれる、ということです

が、その辺のところ川上さんどうでしょう。

〔り||〕 私は、一般教育では細胞生物学はもちろん、微

積分学 とか線形代数学 とかを必修としてとりました

けど、実際自分の行きたいと思ってる環境Ⅲ群にい

こうと思ったら、細胞生物学なんかはかかわってく

るけど、線形代数学 とか徴積分学 とかはあんまり関

係なくなっちゃうんですよね。物理学をやるには必

要かもしれないですけど。ただ今考えると、役に立

ってるかもしれない。人文・社会系とかもオお 元 、々

自分のや りたいことに沿 って講義を とるんですか

ら。

〔渡〕あなたは 3年になってから生物をやるんだと思

うけど、 1年生のときから、こういう学問をするん

だ、という意識を持つことができた ?

〔りll〕 いゃあ、それがね、反対に散らばってったばっ

か りみたいで ……・。

〔渡〕それを持たないというのを幸福と感じた ?

〔りll〕 いろんなものに手をつけ、いろんなものをやっ

てしまって、ほうぼうに流れて、実際、これ、とい

うものが余計わからなくなったんですね。

〔渡〕しゃべっていい?(笑)ぼ くは、人間ってそん

な高級な動物だとは思っていないんですよ。だから

ね、例えば、学生服を着ているとポルノ映画館に入

リヤこくいのと同じで、自分がどんな装いをしてるか、

ということに随分規定される。そういう意味ではね、

自分が理学部の動物学科に入ったとしたら、勉強せ

んでも何となく、動物学って何かを考えにゃいけん

なあと思いながら一般教育をうけておるわけね。こ

れとても大事なことですよ。ところがね、総合科学

部の場合にはそれがもてない。実に僕、これすごい

ハンディキャップじゃないかと思ってるの。つまり

人間は、そ ういった帰属意識にしばられてようやく
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何かができるところがあるのではないか。

〔長〕ぼくも同感ですね。自由というのはその反面、

非常に大変なことなんです。

〔間〕自己規律が伴わないといけないから、そこの部

分が今の学生は欠けてるね。

(り !|〕 理学部の講義をみせてもらったんですよ。いっ

たい、どんなのかと思ってね。でもね、全然講義内

容が違 うんです。それを見てて、自分はこういうこ

とがしたい。だから、あれも関連してる、これも関

連してるといって、いろんなものに手をつけてしま

った結果、大きいものが見えなくなっていると感 じ

たのは確かです。いろいろと手を延ばせるから総科

で勉強したいと思ったんだけど……。

〔渡〕たしかに、それゆえ総科でこそいいものが出て

くる可能性もあるわけです。ただ、出てくるかもし

れないけど、何もなくなってしまう場合もありうる

からこわいねぇ。 (笑 )

〔間〕今、彼女が言ってることを逆に言えばね、′ゴく

ら総合科学部において、講義をどうやるかという問

題にかかわってくると思うんですよ。たとえば僕は

法律をやってるんだけど、 ミニ法学部ではだめだ、

という意識があるわけね。いわゆる総合科学部とし

て法律を教える場合には、法学部でやっていること

をマネしていてはダメなのオ亀 時間数もたりないし、

科目だって少ないから。だから、もっとうまい講義

の仕方はないかということをいつも考えるんですが、

そういったことが、今、彼女の言ったことの裏がえ

しとして教官側にあるんじゃないですかね。

〔司〕今まで、総合科学部の自由な講義選択における

問題について話が出たわけですが、理系の人の話が

多いようです。文系の方はどうなんでしょうか ?

〔石〕今日のこの場、というのが、何か親父から叱ら

れているみたいですね。 (笑)一方から啓蒙されて

いる、という感じだ。

〔間〕いゃ、それに反論 し́なきゃだめよ。わしらは違

うんだ、という所をさあ。

〔石〕ええ、だから、反論 します。僕自身は、総合科

学部っていうのを百科事典的に使ってるっていう感

じなんです。つまり、自分の問題意識というのは学

部の中でもつ場合もあるんですが、学校の外やいろ

んな生活をしていく中で、どうしても納得したい、

ということが出てくるわけです。それをどうにかち

ゃんとしたい、と。そうぃう時に総科に来れば、自

分が納得したいと思っていたものを講義の中で選ん

でいけるというメリットがあるんです。そういった

意味では、広く浅くなる、という欠点を伴うことは

十分承知してます。今、自分自身広く浅くだなぁと

感じてあせっているところです。とにかく、普通の

学部だったら、カリキュラムで決まったパタァンを

与えられるわけですが、総科の場合、自分で選択し

なきゃいけない。そこが総科のいいところであり、

悪いところでもあると思いますね。

〔間〕総合科学部の講義というのはね、例えば法律の

話で法学部と比較してみると、法学部は徒弟制なわ

けね。ひとつずつ積み上げてぃくような。それにく

らべて総科は自由放任だという気がするわけ。だか

ら、その長所を最大限に生かす努力を、学生も教官

もしなきゃならない、という気がしますね。

〔司〕広く、浅くという話が出ましたが、この辺につ

いて何か、本当に広く浅くなんでしょうか ?

〔先生数人〕分野によるんだよなあ。

〔間〕法律の講義で苦労するのはいつもそこなんです

よ。なるべく深く議論しながらも、かつ法学部にま

けないような広範囲の議論をどうしたらできるかと、

毎年苦労の連続なんです。まだ成功したためしがな

いけど。

〔渡〕僕の、実験系の立場で言えば、やっば り3回生

ぐらいになったら、かなり自分の専門分野の基礎固

めをやってもらい、 4年生では卒論の実験研究をや

って論文書きまで指導する。だからものすごく大変

だよ。だから、 4回生の卒業間際になって、「やっ

と先生の言うてはったことの意味がわかりました 」

と言ってくれると、これは成功だったと思わないと

いかん。

〔間〕それは社会文化でも事情は同じだと思いますよ。

だから今、浅いところを卒論で深める、というのが

建前なわけ。

〔渡〕実験系の場合、そういう形の講義の仕方なり、

訓練なりに耐えきれなかった人というのはなかなか

しんどいことになる。

(司〕高橋先生はどうですか。

(高〕地域文化の中では、おそらく、哲、史、文とか

いう狭い枠にとらわれずに、いろんなパ,スペクテ

ィヴからものを見ると、たとえその先生が深められ

なくてもおもしろい結果がえられると思います。と

りあえず 1つの結果として、卒論という形でおもし

ろいものを書く余地はあると思いますね。広く浅く

かもしれないけど:

〔司〕さて、ここで専門の自由選択という制度につい

て触れたいんですが、例えば政治学をやっている人
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トビックス3 講義をふ りかえって

講義の味わい

このタイ トルにいささか困 り果てている。総科に

在籍すること4年半。この困惑は、バイキング料理

でおなかを一杯にしたあと、「さて、お味はいかが ?」

と問われたときの戸惑いに似ていなくもない。

勇んで食べた皿。全 く手をっけられなかった皿。

食べてみるとそうでもない皿。あと味のすばらしい

料理。日あた りの良いもの。辛過ぎるもの。冷めか

かったもの 一 。人それぞれに味わった料理も異な

れば、全体を通 しての評価もまちまちなのがバイキ

ング料理だろう。

振 り返ってみれば、 2年生の春。これでもかこれ

でもかと講義題目の並べ られた便覧を前に して、

「ぃったぃどぅしょぅか」と迷ったのは、料理の山

を前にした際の心境と同 じだったように思 う。

1年次。他学部生が決められたコースに従って食

前酒を飲みは じめる頃、私はどのコースとも決めか

ねて、おっかなびっくりいろいろな酒をなめていた

「総科生の迷 う楽 しさが うらやましい」 とは、どの

学部の友人だったろうか。

結局、私は年間を通 じて最も刺激に満ち、興味深

かった講義に魅かれてコースを決定 した。実際に料

理の並ぶ部屋に入ってからコースを決められるのは、

見本だけで選択を追られるのに較べて失敗が少ない

というものだろう。私は総科を選んで良かったと思

った。

2年次以降はよそ事に熱心だった。私の場合、そ

れはサークル活動であ り、全く講義は聞かず、試験

だけ受けることも多くなった。

そんな中でも、「いい講義」に巡 り会えた 日には

感想を記 した りもした。 ノー トを見返すと、私にと

って印象深い「いい講義」には、たった 1回 こっき

りの他大学の先生によるものが多い。たぶん、永年

にわたって研究 してきた分野のエッセンスと最新情

報が、入念な準備の上で語られるからだろ う。「言

葉にすればほんの一言でも、その裏には大変な労力

が隠されていることがわかった」などとノー トにあ

る。七面倒臭い語学や数学を乗 り越えてでも、その

世界に飛び込みたいと思わせる講義が私には うれ し

かった (語学 と数学専攻の方、ごめんなさい)。

地域文化コース 4年 杉 本  喜 信

ところで総科のカリキュラムは柔軟性に富んでい

るとされる。そのためか、何をしたらよいのかわか

らないまま、私のような学生は易きに流れやすい。

しか し、ただカリキュラムの充実を図れば問題が

解決するというものではなかろう。ただ形式的に必

修単位を増やせば画一性が増すだけである。ただ闇

雲に、幼児を卓に着かせても、料理は減らないのと

同 じだろう。子供の舌は正直である。私はカリキュ

ラムと同様、あるいはそれ以上に、ひとつひとつの

講義に工夫を凝らしてもらいたいと思 う。

「大学の先生は教師としては素人」 と感 じること

も多い。 4年次、教育実習に出かけた。福山付属の

先生からは何度も何度も「生徒の反応を見なさい」

と注意を受けた。後ろの生徒のことも考えず黒板に

小さな文字をビッシリと書いた り、小さな声でつま

らなそうに授業をすれば、「内容以前」と叱られた

「先生の側から生徒を拒否 している」というのだ。

しか し、千田に帰ればこんな講義が堂々と横行 し

ていた講義内容ではなく、教授法で学生にD(4ヽ日J)

宣告をされている講義の多いこと多いこと。全 く手

をつける気にならない料理である。

本当に旨いものを食べようとするなら、料理人と

のコミュニケーションが不可欠だろう。講義は研究

室を訪ねるためのきっかけにしかすぎないという人

もいる。学年が進んでからの実験 。演習やゼミでは、

自分が料理らしきものを作ることになるのだから、

その中で腕や舌を鍛えておく必要もある。

また、料理は一人で食べてもおいしくない。先輩

も後輩も、そ して先生も一緒になって作 り、ワイワ

イ言いながら食べるのが最高だ。バイキング料理な

ら隣のテーブルの友人もちらりと覗いてみたい。そ

んなサロンのような雰囲気の空間が総科には必要だ

と思 う。先輩や先生の刺激が多ければ、「何を した

らよいかわからない」こともなくなっていくだろう。

味わいを言葉で表わすのは本当に難 しい。講義の

味も言い尽 くせるものではない。 しか し、年々味覚

は鋭 くなっていくような気もするのである。

―
″
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間が、突如物理をや りたくなったとします。そ うす

ると総科では他コースを自由にとれるから、ひとつ

物理をとってやれ と思って聞きにいくと、何が何だ

かチンプンカンでわからないということもあ りうる

わけです。つまりそこには、講義の レベルを先生方

がどの辺におくのかという問題があると思うんです

が、その辺はどうでじょう。

〔長〕ぼくの場合は、おおよその基礎的な素養は仮定

してやってます。それはある程度しかたないと思っ

てますよ。だから例えば、物理、数学に関しては高

校生レベルを求めていますね。だから、そういうの

がない学生がきたら対応しきれないと思いますね。

〔渡〕それはしかたないんじゃない、分野によっては。

〔長〕ただし、 レベルで言えば理学部よりは下げてい

、_   ますがね。

〔渡〕それから、僕の場合ね、専門で他学部から19条

でとりにくる学生がいるわけね。で、彼らには、僕

の話のベースがわかるか、と最初にききます。そう

して基礎的なことがわかってない人には僕は、こう

いう本を読めといって、わか りやすい本を与えます。

それくらいはするよ。

〔間〕文系も同じでしょう。比較的理系よりはとっつ

きやすい、というぐらいでさあ。

〔司〕それでは、それを埋めるのは学生の努力しかな

いということですか。

〔間〕そうでしょうね。それは教官のところにいけば、

渡辺先生のように、これを読んでみろとかいうア ド

バイスがおそらくあるだろうからね。

〔司〕では、最後にですね、総合科学部における講義

とは、自分にとってどういうものと思っているかを

一人一人おっしゃって頂きたいのですが。

〔石〕少人数でやってほしい。今まで出た講義でおも

しろいと思ったものは、やはり少人数の講義です。

だから初め関心がなくても、少人数の場合、あれが

どうだ、これがどうだと言ったときに答えが返って

くると、それが専門外でも、よし、ひとつそれに関

する本でも読んでやろうかという気になりますね。

そして、そのことについて多少なりともくわしくな

ったりすることがあるので、ぼくは少人数制であっ

てほしいと思いますね。それから講義の進め方です

が、人それぞれいろんな問題意識があると思うんで

す。だから、そうした問題意識に近づけて話をする

ような講義をしてもらいたい。でも全ての分野の講

義でそうすることは不可能でしょう。 しかし、歴史

の講義、例えば中国の近、現代史であれば、その講

義の中で経済関係のやつがいれば、日本の侵略時の

経済関係はどうやったんかとか、また、法律関係の

やつがいれば、法律的にはどうなんや、と聞いた り

して講義することが可能なんです。だから確かに、

突然、物理の講義にいって物理の先生に、社会科学

に結びつけて話をして下さいなどというのは、とう

てい無理な注文ですが、分野によっては、多少な り

とも出てきてる学生の問題意識に近づけるような、

そ ういう講義は可能だと思います。だからまとめれ

ば、少人数であって問題意識に近づいてくるような

講義を望んでます。

〔間〕ぼ くの場合、いつも専門の人数は少ないので、

できるだけコビーでいろいろな資料を配って、議論

しながら本当はや りたいんですけれども、それほど

みなさん勉強 してない。でも、できるだけ少人数の

メリットを生か した講義をや りたいと思いますね。

だから、どんどん質問 してもらっていいし、議論 じ

てもらってもいい。それから、講義については、僕

自身の経験だけど、非常に若 くしてお亡 くな りにな

ったある憲法の先生が言 うんですけど、その先生の

一般の講義では、例えば終戦直後から憲法成立まで

の、歴史的に非常に短い期間を一年かかってやるわ

けですね。リト常にこまか く歴史を追いながらという風

にして。で、ぼ くはその講義に非常に感銘をうけて、

おもしろいナアという経験を したんですよ。で、先
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生が自分の問題意識を、事実を整理しながら、ここ  たい講義像と矛盾するわけで、その二つを統一した

はどうなのかと学生につきつけてくるわけです。そ  講義ができないかな、といつも思ってます。

ういう風な講義ができればいいなあと思うんです力ヽ   〔司〕1年生の人はまだよくわからないかもしれない

仲々行政法といいますと、公務員試験ということで  けど、総合科学部の講義で、いいと思うところはあ

受ける人もいるんで、ある程度技術的なことをおさ  りますか ?

えておかなくてはならないわけです。それは、や り  〔中川〕まだ、総合科学部の中しか見てなくて、比較

V

トビックス4 試験について

大学での授業 (と りわけ一般教育科目)は学生諸

君にとっていったいどのような意味をもつものであ

ろうか。大学のかかげる理念はともかく、多数の学

生諸君にとっては修得しなければ進学できないから、

ないしは卒業できないから余儀なく受講するという

のが現状であろう。例えは悪いが治療意欲の乏しい

患者に似ている。そこで、講義の選択の際には、フ

ロイ トの快楽原理をおもわせる “最小のエネルギー

で最大の効率を"が幅をきかせることになる。す1螢

らしい授業をめざしての席取 り競争は苦笑をとおり

こして怒 りをひきおこすことさえある。

聴講届に登録するためにエネルギーを使い果たす

のであろう。その後は疲れをいやすのに数か月かか

るようで授業へ身体は出席しても、触発されて、何

かを求めてエネルギーをかける者は稀である。とは

いっても、期末にはかなりの緊張と努力の日々をす

ごすようではある。ところが、試験が終われば仮 り

の学び|ま霧散してしまう。学生諸君は単位以外に何

を学んだの|であろうか。     |
こヽこまで書いたら学生諸君のツプヤキがきこえて

きた。大学の授業の工夫のなさ、教え方が下手だ、

何故このよ|う な単位を修葎しなければいけないのか
………これではやる気がおこらな―ぃと。

教官も現状を座視してしヽる人,ますくない。いろい

ろ工未もし、努力している。私も私なりにどうすれ

ばよいかとぁがき悩んできた。

あげくここ数年は授業や評価の様式がほぼ固まっ

てきた。勿論これが最善で今後変わらないとぃうも

のではないが、その要点はいくつかあげられる。

講義を受身で受講することをできるだけ打破でき

ないものか。これが第一のねらいである。

●第二年、年きた知見や態度を修得するために体験

情報行動科学コース (人間行動研究)上 里 一良F

を通 して学ぶ機会を提供する。この第二の意図を実

現するために、前期に 2回、後期に 2回程度 レポー

トを課 している。それをまとめるために、本を読み、

観察 し、実験をおこない考えまとめるという一連の

作業をすることにな り高見の見物はできないのであ

る。学生諸君は、被験者を得ることの困難さ、人間

の多様さ、行間を読むこと等々について、その人な

りに学んでいるようである。 レポー トから悲喜こも

ごもの反応がかえってくる。こらちは読むのに苦笑

と汗をながすことになる。

第二に、できるだけ授業へ関心や自我関与を高め

るために、単なる概説はさけ、人間が生活のなかで

当面する問題をとりあげ、それをどのように理解 し

考え対処すればよいのかを一緒に考えるよう努めて

いる。

このような方法で授業を重ねていくと、学生諸君

は自発的に ドロップアウトする。 したがって、期末

の試験にカケル諸君は伝統的な授業に比べて半減す

る。自分で採点 し結果が見えるからであろうか、お

互いに結構なことではある。

成績の評価は、出席状況、 レポー ト (2回 )、 期

末試験の総合点でおこなっている。総合点の55%～

60%以下には確信をもってDをつける。それ以上は

合格である。 しか し、Aはかな り厳 しい基準でつけ

ている。おそらくAをつけられた諸君は “Aがつい

てあた り前"と 思っているのではあるまいか。それ

ほど努力した跡がくみとれる、私が教わることもあ

るレポー トを提出している。

全体の15%ほ どであろうか。これに出会 うために

授業をしているようなものである。これが授業への

意欲を支えてくれる。教師も学び支えられているの

である。
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対照できないんですが、大学の講義を聞いてみて、

高校と変わらないなあ、という講義もあれば、講義

でしゃべ りまくる先生もいて、好きなことをしゃべ

って気楽だなと思 うこともあ ります。 (笑 )いや、

そこがいいんでしょうけど、高校までだったら理路

整然として頭からす うっと入ってくるのがいい講義

だったかい、そ うぃう風に評価 しちゃうところがま

だあるんですね。

〔中田〕やっば り同 じような感 じてヽ ……。

〔司〕ここがおもしろかったとか、講義で感 じたもの

は何かないですか。

〔中川〕高校では全部押 しつけでしょ。大学では、受

けてみるまでわかんないんですよ。どんな講義か。

受けてみては じめて、「あっ、こういうものか。Jと
わかる。

〔渡〕僕は、今、自分の学生時代のことを考えたんだ

けど、教授から余 り学んだという記憶はない。でも

講義は結構ききましたね。 とにか く、本人が主体的

にとりくむかどうかの問題なんだけど、ただ、カリ

キュラムというのもとても大事だと思 うね。 どうい

う基準を学生に与えるべきかということを、我 々は

十分に考えないかんわけで、カリキュラムから伝わ

る、学問に対する教官の自信とか誇 りが結局、学生

を鼓舞するのだと思 う。それから、自分にとって総

科における講義とは何か、という問いに答えると、

自分が今、研究 しててとってもおもしろいから、そ

れを学生に伝えたい。若い人達に伝えたい。まず、

そのための場であるということです。

〔長〕どうあるべきかといわれますとね、学生にとっ

てはやは り最大の勉強の場であるべきだと思います。

その中で、何がおもしろいのか見い出すチャンスも

ある。ぼ くが気にしてることは、基礎的な科目って

いうのは、興味がわくとか、意義があるとか、そ う

いうのは仲々わからんということです。実際にやっ

てみればおもしろいもので、いろんな意義があると

いうこともわかってくる、ということですね。それ

ともうひとつは、おもしろくなかったら反面教師的

に使 うというのもひとつの手ではあ りますね。あの

先生の講義はおもしろくないから、自分で勉強 しよ

うと。今、本はいくらでもあ りますから。まあ、い

い意味でも、悪い意味でも講義を参考にする、とい

うのは非常に能率のいいことだと思いますね。その

中から何か学びとってもらえれば幸いです。

〔りll〕 私としては、先生それぞれ研究 してこられたこ

とがあるんですから、その先生の個性的なところを

みたい、先生が今までやってきたの中でここがおも

しろいというのをみたいです。それは、すごく難 し

いことですけど、ただ努力すれば、総科だったら、

いろんな先生のそういう所がみれると思 うんですよ

ね。それは他学部についてはできない、総科のよさ

だと思 うんですよ。また、総科の先生方自体、いろ

んなものを、いろんな視点で見てらっしゃると思 う

んですよね。そ うぃう中で、自分に近いものをみつ

けていきたいと思いますね。難 しいことだ し、知識

がいるし、今の自分ではとうていできないかもしれ

ないけれど。

〔高〕総科の講義のいい点というとよく言えないんで

すが、自分の講義について言えば、倫理学の講義で

は、自分の言ってることをすべて覚えてもらおうな

んて思わないですね。それは極端に言えば正 しいと

は思ってませんから。にもかかわらず、何を学生に

期待 しているかというと、まず興味をもってもらう

という点と、もう少 しつっこんで言えば倫理学なら

倫理学で問題を扱 う手法というものがあるわけで し

て、そうした手法を覚えてもらいたいです。いいか

えれば、これは、批判的、分析的な物の見方のこと

で、これは大体決まってくると思 うんです。そうし

た態度を身につけてほしい、と思いますね。総科全

般のいいところへと話をひろげれば、ふつ う倫理学

でも、それを専門的にやろうとすると非常に細かい
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トビックス5 体育の教官よリ

体育実技あれこれ

「これはど体を動かさなくなったのは、人類始ま

って以来」とのスポーツ医学専門家の指摘をまつま

でもなく、われわれは、いつのまにか体を動かさな

い生活になれきったようである。運動不足が心身に

及ぼす影響について、ここで論ずるつもりはないが、

運動不足の好例があるので紹介しよう。宇宙飛行の

人体に及ぼす影響が各方面から問題化されてきた頃、

1965年 8月 、ジェミニ5号が 8日 間約200時間に近

い宇宙飛行を行っている。そのとき搭乗 した 2人の

宇宙飛行士が地球に帰還 した直後精密検査を行った

結果、足の骨からミネラルが約20%減少 しているデ

ーターが得られた。 <子 どもからの赤信号 NHK取
材班>こ のことは、デ・ トレーニングの状態下では

骨からミネラルが減少することを示し、逆にいえば、

健全な骨を保つには、毎日適当な運動を行 う必要が

あることが明らかになった。運動不足気味の諸君に

とって警鐘 ともなれば幸いである。少なくとも体育

実技の時間は思 う存分体を動か して欲 しいものであ

る。

まえがきが長くなったが、小生が保健体育の授業

を担当して30年、この1間:時代とともに様変わ りし

てきた体育実技のあれこれを、思いだすままに綴っ

てみよう。    ■ |

総合科学部の前身である皆実分校に赴任してきた

昭和30年、当時の体育実技はすべて自由に個人が希

望する曜日時限に種1日選択ができる制度がとられて

いた。従って、特定―の種目に受講希望学生が集中し、

早朝から長蛇の列、受付開始と同時に窓口に殺到し

ガラスが破れることもあら.た。それが現在のように

学部 。学科指定による種目選択に変ったのは昭和35

年頃からである。まだ当時はバレーボールは9人制、

しかもバスケットボ
=ルをはじめ、全ての種目はグ

ラウンドで行われていた。

実技種目のなかで、テニスといえばそれまで主流

であった軟式テニスに硬式テニスが加わったのは ミ

ッチ■ブTム の頃からであり、現在では新しくバウ

ンドテ■スまで行われてぃる。また、女子学生を対

象とするダンスは、倉1作 ダンス、フォークダシス中

心から、最近のジャズ体操に人気が集中してきたこ

保健体育講座 高本  友彦

となど、やはり時代の流れといえようか。昭和45・

46年に体育館・プールが建設されたことにより、バ

レーボール、バスケットボールは勿論、バ ドミント

ン、バウンドテニス、卓球、柔道、水泳など種目も

多くなってきた。

次に変ったものとしては服装があげられよう。殆

んど白一色であったユニフォームから、東京オ リン

ピックを契機として流行 しは じめたスポーツウェア

が一般に普及するにつれ、学生諸君のカラフルなユ

ニフォームが目立つようになってきた。スポーツシ

ューズについても全 く同様である。

現代はモータリゼーションの時代といわれるが、

大学 もその例外ではない。構内またその周辺の自動

車、バイクの数がそれを如実に示 している。これら

の交通機関を利用する学生の増加にあわせて交通事

故による見学、欠席者が増えている。不幸にもそれ

が理由で残留または再履修を余儀なくされる学生も

決 して少なくない。 くれ ぐれも安全運転を願いたい

ものである。

さて、話題は少 し古 くなるが、皆実町から千田キ

ャンパスに移転 してきた当初は、現在の本部事務局

の建物付近はパレーコー トであったし、それと並ん

でテニスコー ト、バスケットコー トなど球技場 とし

てかな り整備されそこで授業が行われていた。 しか

し、その後の学生定員増や総合科学部の創設などに

よって、ブレハブの研究棟・教室の建築があいつぎ、

いまでは昔 日の悌はどこにもない。

最後に、西条キャンパスに構想されている体育施

設について述べておこう。去る9月 、ソウルで行わ

れた第10回 アジア大会の開会式をテレビで観た諸君

も多いと思 う。あれ程豪華なスタンドは望むべ くも

ないが、入場行進が行われた陸上競技場 と同 じ全天

候 グラウンドが予定されている。ほかにテニスコー

ト、サッカー場、ラグビー場、野球場、屋内ブール、

総合体育館、球技体育館、武道館の施設計画もある。

これらの諸施設に対応して多くの実技種目が開講さ

れよう。そこで激刺 と躍動する諸君の姿を想像する

につけ、一日も早い実現を念願するものである。

―
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ところまで議論 しなければならないけれども、総合

科学部の場合は、そこまで立ち入る必要はないわけ

で、それぞれの、問題の取 り扱い方、見方、バース

ベ クティヴをおぼろtザ ながらでもマスターしてもら

えればいいわけです。まあ倫理学だけでなく、いろ

んな講義からマスターしてもらえれば、自分な りの

何か 1つの興味というものを見い出したとき、それ

をいろんな手法からつ っこんでいけると思 うんで

すよ。だから、そういった点を学生に期待 したいん

ですね。

〔司〕こういうことは結論などなかなか出ないもので

すが、学生と教官、それぞれがどんなことを考えて

いるのか、少しは明らかになったと思 うし、講義の

本質、そこにおける問題点が少しは浮きば りになっ

たのではないでしょうか。まずい司会で、あまりま

とまりがあ りませんでしたが、今日はみなさん、ど

うもあ りがとうございました。

(文責 吉田雄一郎)
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事務のページ

授業計画の進め方は「授業計画流れ図」のとお り

ですが、授業時間割の編成はジグソー・パズルに似

ています。総合科学部では、年間約1900コ マの授業

科目が開講され、ひとつの授業科目が l pieceに た

とえられます。

総合科学部の学生には、 4年間一貫カリキュラム

が編成されてお り、いずれを専攻する学生でも各自

の進路に関する授業科目が、順序よく受講できるよ

うに時間割を編成 します。又、広島大学の全学部の

学生には、所属する学部の一般教育の履修基準をも

とに各自の必要とする授業科目が、 1・ 2年次の間

に受講できるよう編成します。教官の申し合わせに

よる割当 (専任教官は週 3日以上の授業を受け持ち、

1回は 1・ 2時限を担当すること)、 各学部が 1・

2年次の間に履修すべ く開講 している専門教育科目

の授業時間帯を避けての編成、学生に人気のある一

般教育の授業科目への対処、開講される授業科目の

曜 日・時限のバランス等、‐つひとつの授業科目が

関わ りを持っていて、正にジグソー・パズルの piece

そのものです。

総合科学部の時間割編成というジグソー・パズル

は、専門教育がコース `群別に編成され学務第一係

が担当しています:又、|‐般教育は専門教育が編成

された後を受けて、分野 (系)。 外国語 。保健体育

別に編成され学務第二係が担当しています。合わせ

て約50セ ットの六ズルはそれぞれが関わ りを持って

いるので、総合的に判断 し一つひとつの piece(授

業科目)を適切に配置させる為、各係の時間割担当

者は一人に限定 します。担当者は、一人でも多くの

学生に対 して希望する授業科目が受講できるように、

学生の立場に立って編成 しています。

学生主体に編成された授業時間割は、 1次案とし

て教官に検討を依頼 しますが、ほとんどの教官はこ

の時点で初めて、次年度の各自の担当する授業時間

帯を知らされます。教官からの変更希望に対 して、

時間割編成に影響が無いよう慎重に検討 しながら、

授業時間割の修正・調整を行います。時間割担当者

は、種々ある変更希望の中でも曜 日・時限の変更希

「授業時間割」の編成はジクソー・パ ズル ?

学務第二係 角 田 正 文

望への対応に苦慮 しています。その理由が止むをえ

ない場合、時間割編成に影響を与えない時間帯があ

れば検討 して頂き、それ以外は他の教官に変更をお

願いすることになるのです。 しか し、変更を希望さ

れた教官に対 してお断 りする場合が多く、担当者に

とって最もつらい時期と言えます。

授業時間割の第 2次案に対する修正・調整を終え

て、教室を必要とする授業科目の教室割振 りを行い

ます。教室割振 りもジグソー・パズルに似ています。

ひとつの授業科目が l pieceに 該当して各授業科 目

の教室を決定する作業は、各 pieceを 配置 してい く

ことと何ら変 りません。 piece(授 業科目)の配置

(教室)を決定させる要因は、各授業科目の受講学

生数の予想、視聴覚教室使用希望の調整、授業内容

により希望される教室の配慮、研究室及びセ ミナー

室使用の可否などが上げられます。

教室害J振 りというジグソー・パズルは、月曜 日か

ら土曜 日まで22の ケースがあ り、ひとつのケースに

1日 以上費やすことも希ではあ りません。

時間割編成時には、各曜日。時限において自由に

受講できる授業科目の学生数を調べ、適切な受講者

数になるよう編成 しています
`し

か し、各授業科目

の受講学生数の予想が非常に難 しく、過去の受講者

数を参考にして教室を決定 します。また、総合科学

部の教室稼動率は92.0%ですが、 3・ 4時限目以降

のそれは98.2%にもな ります。時間害J編成時には、

各曜 日・時限の開講 コマ数を把握 し、教室不足にな

らないよう編成 していますが、教室数にゆとりがな

いので適切な教室割振 りは困難を極めます。適切に

割振 りされた授業科目が少ない程、新年度の授業開

始後になって教室変更に追われることにな り、学生

諸君にも不要な負担をかけることにな ります。

以上、およそ半年かかってジグソー・パズルが完

成 しますが、 ミスなく時間割編成され、また、教室

変更が少ない割振 りなど、本当に完成されたもので

あるや否や、真価が問われるのは新年度の授業開始

後で、学生により診断されます。それ迄、時間割担

当者は、不安の日々を過 ごすことになるのです。
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